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本研究では新潟県長岡市で開催される「長岡まつり花火大会」帰宅時の長岡インターチェンジに向かう国道8号線にて発

生する交通渋滞を対象に，日常的な通勤・通学とは異なる状況下において，土地勘の無いドライバーに迂回経路へ誘導する

施策を行うことを目的としている．しかし迂回施策を行う前にドライバーの特徴を把握した上で，迂回施策を行った際の 

周辺経路への影響を明らかにするために経路選択行動モデルの構築を行う必要がある．そこで花火大会会場でヒアリング

調査及びWebアンケート調査を行い，ドライバーの特徴の把握を行った．ヒアリング調査の結果，新潟県外の来場者は  

91.5%が高速道路を利用し，その内約50%が関東地方からの来場者と確認された．また，所要時間を30分短縮する経路が 

存在した場合，迂回すると回答した被験者が70.5%と，迂回に対し選好的であることが確認され，迂回施策は有効であると

いえる．Web アンケート調査では，経路選択について SP 調査を実施し，コンジョイント分析を行った．結果から，所要時

間が増加する誤差に対し効用値の差が，所要時間が減少することに対する効用値の差よりも大きいことが確認され，ドライ

バーは最小所要時間よりも最大所要時間を意識していることが確認された． 
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1. はじめに 

 

(1) 背景 

「日本三大花火大会」の 1 つとして全国に知られている

長岡まつり花火大会は，開催回数を増すごとに来場者が 

増加し，平成28年に開催された長岡まつり花火大会では，

2 日間の合計来場者数は 102 万人を記録した．花火大会 

終了時の 21 時前後に来場者が一斉に帰宅するため交通渋

滞が市内各地で発生している．特に長岡インターチェンジ

（以下，IC）方面に向かう国道 8 号線は交通渋滞が激しい

経路であり，約 4km 進むのに過去最大で約 3 時間かかる

記録が残っている．このような交通渋滞が本花火大会実施

の毎年の問題となっている． 

長岡花火後の交通渋滞について杉本ら 1）は，交通渋滞 

緩和施策を提案し，交通シミュレーションを用いて効果を 

検証している．具体的には，利用 IC の分散，信号制御，

シャトルバスの有効性確認，国道8号線の走行車線利用率

の変更である．最も効果のあった交通施策はシャトルバス

であり，次いで効果のあった施策は利用 IC の分散と走行

車線利用率の変更であった．シャトルバスの運行は既に 

行われている．しかし国道8号線において激しい交通渋滞

が発生している．ここで，超過した交通需要を分散させる

施策には杉本らが提案した施策のほかにも，情報提供によ

ってドライバーを他経路に誘導する経路誘導施策があり，

迂回路や抜け道等を案内することで渋滞緩和が期待され

る．しかしながら，迂回施策を行う前に，ドライバーの  

特徴，経路選択行動モデルの把握を行い，ドライバーに 

対し効果的な情報提供の検討，ドライバーが迂回した際の

周辺経路への影響の検証を行わなければならない．長岡 

花火のように大規模なイベント時では，ドライバーは全国
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から来場した人であるため，土地勘のない人が多いと考え

られる．また，交通状況も交通規制等により特殊なものと 

なっている．既往の経路選択行動分析の基本的な    

アプローチは，アンケート形式により収集されたRPデー

タや SP データを用いて経路選択モデルを作成している     

（飯田ら2），羽藤ら3），藤井ら4））．もしくは，あらかじ

め仮定した経路選択モデルを組み込んだ交通量配分手法

や交通シミュレーションの予測結果が現実ネットワーク

上で観測されたリンク交通量にどの程度近づいたかによ

り評価している（例えば，桑原 5）溝上・松井ら 6））．       

そのいずれも通常時の経路選択行動や高速道路などの 

限定された区間であり，大規模なイベント時に，土地勘の

ないドライバーが多い中での経路選択行動を研究した 

例は極めて少ない． 

 

(2) 研究目的 

本研究では初めにドライバーの特徴を把握し，迂回施策

の対象となる来場者の決定を行う．また，所要時間の  

短縮に対するドライバーの態度を明らかにし，迂回施策の

有効性の検討を行う．次に Web アンケートによる RP  

調査にて，経路選択の際の提示情報に対する効用値，使用

した経路に対し評価を行った際の各因子の重要度を求め，

経路選択行動モデルの構築を行う際の因子の決定を行う．  

 

2. 調査 

(1) ヒアリング調査 

  長岡まつり花火大会に市外から自動車を利用して参加

している人を対象にヒアリング調査を行った．ヒアリング

調査概要については表‐1に示す． 

 

表‐1 ヒアリング調査概要 

調査対象者 市外から来場したドライバー 

調査日 平成26年8月2日，3日 

調査時間 15時～19時（4時間） 

調査場所 信濃川両岸（図‐1参照） 

調査概要 

(1)個人属性 

  性別，年齢，現住所，車の運転頻度，同乗者人数， 

 同乗者との関係 

(2)来場経験 

長岡花火来場回数，長岡花火以外の長岡市への  

来訪経験 

(3) 高速道路利用 

高速道路利用の有無，利用 IC，利用 IC 変更・    

長岡 IC利用の理由  

(4) カーナビ利用 

  ナビ利用の有無，ナビの種類，経路選択の有無 

(5) 代替経路の利用基準 

  渋滞時，何分短くなれば代替経路を利用するか   

（国道８号線の渋滞を想定） 

 

(2) WEBアンケート調査 

国土交通省北陸地方整備局長岡国道事務所協力のもと，

ドライバーが経路選択を行う際に，どの因子を重要として

いるかを分析するため，Webアンケート調査を行った． 

調査期間は8月2日から8月31日で，帰宅後に回答する

調査である．調査内容は表‐1 で示した調査概要に加え，

利用した交通手段の5段階による評価，設定した経路状況

に対して点数付けを行うSP調査を行った． 

  

3. 調査結果 

(1)  ヒアリング調査 

  ヒアリング調査によって299サンプルが得られた．集計

結果を表‐2に示す． 

 

表‐2 ヒアリング調査結果 

調査日 平成26年8月2日，3日 

男女比 男性 71.6% 女性 28.4% 

年代別 

10代～20代 28.8% 50代 18.6% 

30代 20.3% 60代 7.1% 

40代 23.4% 70代以上 1.7% 

同行者数 

1人 3.7% 5人 8.7% 

2人 47.8% 6人 4.0% 

3人 17.1% 7人以上 2.3% 

4人 16.4%  

同行者との

関係 

本人 4.0% 恋人 13.0% 

家族 64.2% 会社関係 0.7% 

友人 18.4%  

 

表‐2にヒアリング結果の内訳を示す．性別に関しては

男性が 70％と高い結果となった．同行者人数は 2 人が最

も 多く約 50％であった．同乗者との関係は家族で来場

する人は60％以上であった．友人，恋人と来場する人はほ

ぼ同じ割合であり，合わせて約30％であった．  

第 56回土木計画学研究発表会・講演集

 2



 

 

43.0%

91.5%

65.9%

57.0%

8.5%

34.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市外
(n=158)

県外
(n=141)

全体
(N=299)

利用

非利用

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 来場者の長岡花火の来場回数 

  

図-1 に長岡花火の来場回数を示す．約 70％の来場者が

複数回の花火来場経験があり，リピート率が高い． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 新潟県外来場者の地域内訳 

 

図-2 に県外来場者の地域内訳を示す．新潟県外からの

来場者が約50％であり，その中でも中部地域，関東地域， 

東北地域など近県からの来場者が多く，特に関東地方から

の来場が多く，県外来場者の約50％を占めている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 来場者の高速道路の利用率 

 

 図-3 に来場者の高速道路の利用率を示す．県外から  

の来場者の 91.5%が高速道路を利用していることがわか

る．さらに県外来場者の約 50%は関東地方からの来場で

あるため，本研究で行う迂回経路施策の対象は，関東地方

からの来場者とした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 来場者の代替経路の利用基準 

 

渋滞状況と抜け道の情報を提示し，どの程度到着時間が

早くなれば抜け道を利用するかを調査した．掲示した渋滞

状況は国道8号線を想定し，4㎞を2時間の規模の渋滞と

した．図-4 に示すように，所要時間が 30 分短くなれば   

迂回経路への利用者が増え，迂回施策は実行可能であると

考えられる．しかし現在では長岡まつりの公式パンフレッ

トにて渋滞情報を公開しているにもかかわらず，国道8号

線を利用する来場者が多く存在する．そこで土地勘の無い  

ドライバーが経路選択を行う際に所要時間以外にも大き

く影響している因子があると考えられる．しかしモデルの

構築を行う際に，多くの因子を取扱いSP調査を行うと，

問題数が増え，回答者に負担をかけてしまう．そこでモデ

ルの構築を行う前に，所要時間に着目し Web にて経路に

おいて何を重要視しているかを求めるSP調査を行った． 

 

(2)  Webアンケート調査 

  本稿では国土交通省北陸地方整備局長岡国道事務所が

実施した WEB アンケートでの SP 調査の結果を元に，  

コンジョイント分析を行い，各水準に対する効用値と   

重要度の結果を図示したものである．  

 

図-5 各要因に対する重要度 
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図-6 各水準に対する効用値 

 

図-5，6はWEBによる交通手段に対するSP調査の結

果をもとにコンジョイント分析を行い，各水準に対する

効用値と重要度の結果を図示したものである．分析には

SPSS Statistics 20を使用し，本研究の対象とした関東地方

から自動車を利用して参加している参加者のデータのみ

使用している．図-5より参加者が最も重要視している 

因子は平均所要時間であろことがわかる．次に最大所要

時間が高く，最小所要時間よりも重要であるという結果

となった．経路情報に対する重要度が低いが，これは 

因子と水準を設定した表を見せて調査を行ったため， 

回答者がイメージできていなかったことが考えられる．

図-6では 各平均所要時間の効用値の差が大きくなる結果

となった．所要時間が増加する方向の誤差においては，

減少する方向の誤差よりも高い効用が確認され，所要時

間が増加する誤差が小さくなることに効用が高くなるこ

とが確認された．これらの結果より，ドライバーは平均

所要時間と所要時間が増えることに対する誤差が経路選

択に影響していると考えられる． 

 

4．結論と今後の課題 

 

 本研究では長岡まつり花火大会の会場にてヒアリング

調査を行った結果，299サンプルを収集することができた．

来場経験に関しては約 70％が複数回の花火来場経験があ

り，リピート率が高いことがわかった．高速道路に関して

は来場者の約 60％が利用しており，県外からの来場者は

90％以上，市外からの来場者でも約40％が利用していた．

迂回経路に対する態度としては，所要時間を 30 分短縮す

ることができるならば，70.5%のドライバーが「迂回する」

と回答した．Web アンケート調査を行いコンジョイント

分析の結果から，ドライバーは平均所要時間は短い方を好

むが，所要時間の増加に対する誤差を避ける傾向があると

考えられる． 

本研究では平均所要時間及びそれに対する誤差に着目

し迂回経路の選好の調査を実施したが，土地勘の無いドラ

イバーの経路選択行動では所要時間の他に，迂回した際に

道に迷うといった経路に対するリスクも経路選択に影響

されると考えられる．今後の方向性としては, 所要時間及

び最大所要時間の他に，迂回することで発生するリスク，

経路情報の提供方法に着目し，ドライバーに対し経路選択

行動を把握し，迂回施策の検討を行う． 
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